
　
〈
大
会
記
念
講
演
＞
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直
筆
と
微
言

　
　
－
中
国
の
史
家
の
場
合
ー

＼」ノ

倉
　
芳
　
彦

『
大
日
本
史
」
の
場
合

　
水
戸
藩
の
『
大
日
本
史
』
に
は
各
紀
伝
の
篇
末
に
「
賛
二
日
ク
」
で
始
ま
る

論
賛
が
つ
い
て
い
た
。
幕
末
近
く
な
っ
て
後
期
水
戸
学
派
の
手
で
そ
れ
ら
は
削

除
さ
れ
た
た
め
現
行
本
に
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
削
ら
れ
た
論
賛
だ
け

を
集
め
た
『
大
日
本
史
賛
藪
』
と
い
う
本
が
あ
っ
て
、
か
つ
て
そ
れ
の
訓
読
・

校
註
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
日
本
思
想
大
系
4
8
『
近
世
史
論
集
』
岩

波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
。

　
そ
の
折
に
『
大
日
本
史
』
の
編
纂
過
程
を
調
べ
て
い
る
と
、
藤
原
公
宗
と
い

う
人
物
を
「
叛
臣
伝
」
か
ら
離
す
べ
き
だ
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
公
宗
と
い

う
の
は
鎌
倉
幕
府
が
滅
ん
で
か
ら
北
条
氏
の
残
党
と
組
ん
で
、
後
醍
醐
天
皇
の

暗
殺
を
謀
り
謙
殺
さ
れ
た
人
物
で
、
た
し
か
に
叛
臣
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ

れ
は
ま
ず
い
。
な
ぜ
な
ら
公
宗
の
家
系
は
西
園
寺
家
に
つ
な
が
り
、
江
戸
時
代

の
現
在
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
貴
顕
の
家
の
先
祖
だ
か
ら
、
そ
れ
を
「
叛
臣
伝
」

に
入
れ
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
そ
れ
は
た
ん
に
恐
れ
多
い
か
ら
で
は
な
く
、

わ
が
『
大
日
本
史
』
の
場
合
は
、
「
異
朝
革
命
之
史
」
と
は
ち
が
っ
て
「
皇
朝

百
王
不
易
之
史
」
で
あ
り
、
も
と
よ
り
立
場
が
ち
が
う
の
だ
。
異
国
の
王
朝
の

逆
臣
な
ら
直
筆
を
加
え
て
も
よ
い
が
、
わ
が
国
の
場
合
は
工
夫
が
あ
っ
て
然
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
『
大
日
本
史
』
は
「
公
共
之
書
」
で
あ
り
、
こ
う
す
る

の
が
「
当
世
ノ
為
二
誘
ム
」
の
原
則
に
合
っ
た
正
し
い
処
置
で
あ
る
。
と
、

「
論
賛
」
執
筆
の
責
任
者
安
積
澹
泊
が
室
鳩
巣
宛
て
の
書
簡
に
書
い
て
い
る
。

　
正
直
言
っ
て
、
「
当
世
ノ
為
一
三
碑
ム
」
の
が
「
公
共
」
の
立
場
だ
と
い
う
言

い
方
に
、
私
は
一
種
の
違
和
感
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
史
官
あ
る
い

は
史
家
は
事
実
を
あ
り
し
が
ま
ま
に
直
筆
す
る
の
が
任
務
で
あ
る
、
と
い
う
の

が
常
識
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
『
大
日
本
史
』
の
立
場
は
曲
筆
で
は
な

い
か
、
と
疑
念
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

二
　
直
筆
・
直
書

　
史
官
は
直
筆
す
べ
き
だ
、
事
実
を
直
書
す
る
の
が
本
務
だ
と
い
う
常
識
の
背

景
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
水
面
下
で
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
1
〔
説
文
解
字
〕
雪
、
　
記
レ
事
者
也
。
杁
二
又
持
ワ
中
。
中
正
也
。
凡
史
之

　
　
属
皆
杁
レ
史
。
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「
史
」
と
は
事
を
記
す
者
で
、
　
∋
1
（
手
）
が
中
を
持
つ
形
よ
り
成
る
。
中
と

は
正
の
こ
と
。
史
官
の
属
は
す
べ
て
何
々
史
と
よ
ぶ
（
後
述
4
の
大
史
・
小
史

．
内
史
・
外
史
等
を
さ
す
）
。

　
『
説
文
解
字
』
と
い
う
の
は
後
漢
時
代
に
で
き
た
、
体
系
的
で
権
威
の
あ
る

字
書
だ
か
ら
、
「
史
官
は
中
正
を
持
す
る
者
」
と
い
う
『
説
文
』
流
の
解
説
は
、

後
世
の
中
国
人
・
日
本
人
の
頭
に
入
り
込
ん
で
常
識
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に

そ
れ
を
支
え
る
実
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
先
ず
晋
の
董
狐
。

　
2
〔
春
秋
左
氏
伝
　
宣
公
二
年
4
〕
（
秋
九
月
）
乙
丑
、
趙
穿
殺
二
霊
公
於
桃

　
　
園
一
。
宣
子
未
レ
出
レ
山
而
復
。
大
史
書
日
「
趙
盾
斌
二
其
君
一
」
、
以
示
二
於

　
　
朝
殉
宣
子
日
「
不
レ
然
。
」
対
日
「
子
為
二
正
卿
↓
亡
不
レ
越
レ
寛
、
反
不
レ

　
　
討
レ
賊
、
非
レ
子
而
誰
。
」
…
…
孔
子
日
「
董
狐
、
古
之
良
史
也
。
書
レ
法

　
　
不
レ
隠
。
…
…
」

　
九
月
乙
丑
の
日
に
、
趙
穿
が
晋
の
霊
公
を
殺
す
と
、
亡
命
し
か
け
て
い
た
趙

宣
子
（
趙
盾
）
は
国
境
の
山
を
越
え
ず
に
も
ど
っ
て
来
た
。
す
る
と
大
史
の
董
狐

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

は
下
手
人
は
趙
穿
な
の
に
「
趙
盾
、
其
ノ
君
ヲ
試
ス
」
と
記
録
し
た
。
趙
盾
が

事
実
と
ち
が
う
で
は
な
い
か
と
言
う
と
、
董
狐
は
「
国
境
を
越
え
ず
に
帰
国
し

て
下
手
人
の
罪
を
問
わ
ぬ
責
任
は
、
正
卿
た
る
あ
な
た
に
在
る
」
と
答
え
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
孔
子
が
「
董
狐
は
古
の
良
史
で
あ
る
。
書
法
通
り
に
記
録
し
て

筆
を
曲
げ
な
か
っ
た
」
と
評
し
た
、
と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
良
史
と
は
か
か
る
も

の
か
、
史
官
と
は
か
く
あ
る
べ
し
乏
い
う
建
前
を
示
す
話
で
あ
る
。
も
う
一
つ

斉
の
大
史
の
話
が
あ
る
。
こ
の
方
は
史
官
の
名
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
3
〔
春
秋
左
氏
伝
　
嚢
公
二
十
五
年
2
〕
大
史
書
日
「
崔
仔
斌
二
其
君
一
。
」

　
　
崔
子
殺
レ
之
。
其
弟
嗣
書
、
而
死
者
又
二
人
。
其
弟
又
書
、
乃
舎
レ
之
。
南

　
　
史
氏
聞
二
大
史
尽
死
一
、
執
レ
簡
以
往
。
聞
二
既
書
　
↓
乃
還
。

　
大
史
が
「
崔
仔
、
其
ノ
君
ヲ
斌
ス
」
と
記
録
し
た
の
で
崔
武
子
（
崔
仔
）
は
こ

れ
を
殺
し
た
。
大
史
の
弟
は
引
き
継
い
で
同
じ
こ
と
を
記
録
し
、
死
者
が
二
人

ふ
え
た
が
、
そ
の
弟
が
（
四
番
目
に
）
さ
ら
に
同
じ
く
記
録
し
た
の
で
、
崔
仔
は

そ
の
ま
ま
に
し
た
。
大
史
兄
弟
が
全
員
殺
さ
れ
た
と
聞
い
た
南
史
氏
は
、
簡
策

を
手
に
し
て
朝
廷
に
赴
こ
う
と
し
た
が
、
す
で
に
記
録
さ
れ
た
と
聞
い
て
引
き

返
し
た
。

　
直
書
す
れ
ば
殺
さ
れ
る
と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
生
命
が
け
で
記
録
す
る
と
い

う
、
ま
こ
と
史
官
の
美
談
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
く
ら
べ
る
と
、
さ
き
ほ
ど

言
っ
た
「
当
世
ノ
為
二
韓
ム
」
、
御
時
世
を
憧
っ
て
事
実
を
直
書
し
な
い
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
ど
う
も
歯
切
れ
が
わ
る
い
と
い
う
感
想
が
生
じ
て
来
る
わ

け
で
あ
る
。三

　
「
史
」
と
は

　
「
史
は
中
正
を
持
す
る
者
」
と
い
う
『
説
文
』
の
説
明
は
、
実
は
「
中
」
の

字
の
誤
解
に
も
と
つ
く
一
種
の
先
入
見
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
二
十
世
紀
に
入

っ
て
か
ら
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
「
史
」
と
い
う
官
は
本
来
は
そ

う
い
う
働
き
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
代

表
的
な
例
を
挙
げ
て
み
る
。

　
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
清
末
民
国
初
の
学
者
、
王
国
維
の
「
釈
史
」
と
い

う
論
文
で
、
根
拠
の
一
つ
は
次
の
『
周
礼
』
の
記
事
で
あ
る
。

　
4
〔
周
礼
春
官
〕
大
史
掌
二
建
邦
之
六
典
↓
以
逆
二
邦
国
之
治
↓
…
…
凡
射
事
、

　
　
飾
レ
中
舎
レ
算
、
執
二
其
礼
事
ゆ

　
『
周
礼
』
の
内
容
は
西
周
初
の
官
制
そ
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
が
、
春
官

に
属
す
る
官
の
中
に
大
史
・
小
史
・
内
史
・
外
史
・
御
史
等
の
官
職
が
列
挙
さ
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む

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
史
の
条
の
最
後
に
、
「
凡
ソ
射
事
（
射
礼
）
ハ
中
ヲ
飾

　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
な

　
　
む

リ
テ
算
ヲ
會
キ
、
其
ノ
礼
事
ヲ
執
フ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
中
」
を
、
王
国
維
は

『
儀
礼
』
な
ど
の
記
述
で
補
っ
て
中
正
の
中
と
は
ち
が
う
と
考
証
し
た
。
中
正

の
中
は
金
文
で
は
暑
匙
と
な
っ
て
い
て
、
『
説
文
』
の
申
1
と
は
形
が
ち

が
い
、
申
－
は
算
を
盛
る
器
で
あ
る
。
葬
は
爽
・
策
と
同
字
で
「
サ
ク
」
と
読

む
。
算
は
長
さ
八
寸
か
ら
一
尺
二
寸
ぐ
ら
い
の
竹
箸
の
よ
う
な
棒
で
、
射
礼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

際
に
、
矢
が
的
中
す
る
と
一
本
ず
つ
「
葬
ヲ
舎
ク
」
。
そ
の
算
を
盛
る
（
入
れ

る
）
器
が
山
了
だ
と
い
う
。
そ
う
し
た
矢
の
数
取
り
を
扱
っ
た
役
人
が
、
呉

す
な
わ
ち
本
来
の
史
で
あ
り
、
や
が
て
算
を
使
用
す
る
他
の
仕
事
も
史
の
職
掌

と
し
て
ひ
ろ
が
っ
た
。
蔵
書
（
書
策
を
保
管
す
る
）
、
読
書
（
祝
詞
・
盟
書
な
ど

を
読
む
）
、
作
書
（
辞
令
を
作
成
す
る
）
が
史
の
仕
事
と
な
っ
た
。
－
以
上
の

よ
う
な
王
国
維
の
説
は
史
と
は
中
正
を
持
す
る
者
と
い
う
先
入
見
に
囚
わ
れ
ぬ

明
晰
な
卓
論
で
あ
る
。
た
だ
こ
う
し
た
「
中
」
に
該
当
す
る
実
物
の
青
銅
器
例

に
お
目
に
か
か
れ
な
い
の
が
残
念
だ
け
れ
ど
も
。

　
わ
が
国
の
内
藤
虎
次
郎
（
湖
南
）
も
、
『
支
那
史
学
史
』
の
最
初
の
「
史
の
起

源
」
で
王
国
維
説
を
全
面
的
に
紹
介
し
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
賛
成
し
て
い
る
。
近
年

で
は
藤
堂
明
保
氏
の
『
漢
字
語
源
辞
典
』
は
、
「
中
」
は
竹
札
を
入
れ
る
筒
、

「
史
」
は
そ
れ
に
∋
i
（
手
）
を
加
え
た
会
意
文
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

白
川
静
氏
は
『
字
統
』
で
、
「
中
」
は
祝
詞
を
入
れ
る
U
を
木
に
著
け
た
形
で
、

Ψ
へ
は
こ
れ
を
手
に
持
ち
神
に
捧
げ
て
祭
る
形
式
の
儀
式
で
あ
り
、
史
祭
が

「
史
」
の
原
義
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
祝
詞
を
保
持
す
る
者
が
「
史
」
と
よ
ば
れ

た
が
、
後
世
祭
祀
中
心
の
神
政
王
朝
が
変
質
し
て
世
俗
化
す
る
に
つ
れ
て
、
祭

祀
執
行
者
と
し
て
の
「
史
」
，
の
地
位
も
下
落
し
、
「
巫
史
」
と
し
て
蔑
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
中
」
に
関
す
る
解
釈
は
一
定
し
て
は
い
な
い
が
、
す
く
な
く

と
も
「
中
正
を
持
す
る
者
」
と
い
う
『
説
文
』
的
な
説
明
が
「
史
」
の
原
義
で

な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

四
　
微
言
・
微
辞

　
直
筆
、
直
言
の
他
に
、
中
国
の
歴
史
叙
述
の
原
則
に
は
、
微
言
、
微
辞
と
い

う
の
が
あ
る
こ
と
に
そ
の
後
気
づ
い
た
。
『
大
日
本
史
』
に
は
そ
れ
が
生
か
さ

れ
て
い
る
わ
け
だ
。
そ
れ
の
典
拠
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
5
〔
春
秋
左
氏
伝
　
成
公
十
四
年
5
〕
九
月
、
僑
如
以
二
夫
人
婦
姜
氏
一
至
レ

　
　
自
レ
斉
。
舎
レ
族
、
尊
二
夫
人
一
也
。
故
君
子
日
「
春
秋
之
構
、
微
而
顕
、
志

　
　
而
晦
、
娩
而
成
レ
章
、
書
而
不
レ
汗
、
懲
レ
悪
而
勧
レ
善
。
非
二
聖
人
一
誰
能

　
　
脩
レ
之
。
」

　
九
月
、
「
僑
如
」
と
い
う
の
は
魯
の
叔
孫
僑
如
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
僑
如
が

　
　
　
　
よ
め

夫
人
た
る
婦
の
姜
氏
を
伴
っ
て
斉
か
ら
帰
国
し
た
。
同
年
の
『
春
秋
』
経
文
に

は
、
「
僑
如
」
と
だ
け
あ
っ
て
族
名
の
「
叔
孫
」
が
省
か
れ
て
い
る
の
は
、
夫

人
を
尊
重
し
た
書
き
方
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
『
左
氏
伝
』
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

「
君
子
」
の
評
が
つ
け
加
え
て
あ
る
。
『
春
秋
』
の
記
述
法
は
、
「
微
ナ
レ
ド
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
　
　
　
　
　
　
　
く
り

け
ん顕
」
、
微
小
な
表
記
の
ち
が
い
で
大
義
が
顕
わ
れ
、
「
志
セ
ド
モ
晦
ク
」
、
平
坦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん

な
記
述
で
も
内
容
は
奥
深
く
、
「
椀
ナ
レ
ド
モ
章
ヲ
成
シ
」
、
娩
曲
な
表
現
で
も

　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
お

趣
旨
は
明
確
で
、
「
尽
シ
テ
汗
セ
ズ
」
、
事
実
を
残
ら
ず
記
し
て
曲
げ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
す

　
　
　
　
　
こ
ら

な
く
、
「
悪
ヲ
懲
シ
善
ヲ
勧
ム
」
。
聖
人
以
外
に
誰
が
こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
で

き
よ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
読
む
方
も
そ
の
辺
を
心
得
て
い
な
い
と
読
み
ち

が
え
ま
す
ゾ
、
と
警
告
し
て
い
る
わ
け
だ
。
同
じ
事
実
で
も
場
合
に
よ
っ
て
書

法
を
変
え
る
と
い
う
の
は
、
『
公
羊
伝
』
に
「
三
世
異
辞
」
の
説
が
あ
る
。
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6
〔
春
秋
公
羊
伝
　
隠
公
元
年
〕
（
十
二
月
）
公
子
益
師
卒
。
何
以
不
レ
日
。
」

　
　
遠
也
。
所
レ
見
異
レ
辞
、
所
レ
聞
異
レ
辞
、
所
二
伝
聞
一
異
レ
辞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
き
し

　
十
二
月
に
魯
の
公
子
益
師
が
亡
く
な
っ
た
。
『
春
秋
』
経
文
に
は
「
十
二

月
」
と
の
み
あ
っ
て
、
何
日
で
あ
る
か
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
「
何
ヲ
以
テ

ひ日
イ
ハ
ザ
ル
」
、
な
ぜ
日
を
記
さ
な
い
の
か
、
と
「
公
羊
伝
』
は
問
い
か
け
、

そ
れ
に
対
し
て
答
え
を
述
べ
る
。
「
遠
ケ
レ
バ
ナ
リ
」
、
孔
子
の
時
代
か
ら
見
て

遠
い
か
ら
だ
。
孔
子
が
現
に
生
き
て
い
た
所
見
の
世
（
昭
・
定
・
哀
三
公
の
時

代
）
、
そ
れ
以
前
の
所
聞
の
世
（
文
・
宣
・
成
・
嚢
四
公
の
時
代
）
、
さ
ら
に
そ

れ
よ
り
遠
い
所
伝
聞
の
世
（
隠
・
桓
・
荘
・
聞
・
僖
五
公
の
時
代
）
と
そ
れ
ぞ
れ

に
記
録
の
し
か
た
を
変
え
る
。
こ
の
場
合
の
隠
公
元
年
は
一
番
遠
い
所
伝
聞
の

世
な
の
で
、
公
子
益
師
を
尊
ん
で
亡
く
な
っ
た
日
を
書
か
な
い
、
と
い
ヶ
わ
け

で
あ
る
。
書
か
な
い
こ
と
を
通
じ
て
書
き
手
の
意
思
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
が
微

言
．
微
辞
を
用
い
る
目
的
だ
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
制
度
化
し
た

　
　
　
ひ
　
き

も
の
に
避
韓
が
あ
る
。

五
　
避
諄

　
い
み
な

　
舞
（
生
前
の
本
人
の
名
）
を
口
に
す
る
の
を
避
け
る
制
度
を
述
べ
て
い
る
一
つ

は
、　
7
〔
春
秋
公
羊
伝
　
聞
公
元
年
〕
春
秋
為
二
尊
者
一
韓
、
為
二
親
者
一
諦
、
為
二

　
　
賢
者
一
諦
。

で
、
目
上
の
者
（
尊
者
）
、
近
親
者
（
親
者
）
、
賢
者
の
本
名
は
口
に
し
て
は
な
ら

ぬ
と
す
る
。
最
初
の
『
大
日
本
史
』
の
例
で
「
当
世
ノ
為
二
謹
ム
」
と
い
う
の

は
こ
れ
の
同
類
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ブ
　

　
尊
長
者
の
名
を
な
ぜ
諦
む
の
か
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
禁
忌
に
属
す
る
習
俗

に
由
来
す
る
と
思
う
が
、
古
代
の
思
想
家
も
こ
の
習
俗
を
説
明
す
る
の
に
困
っ

た
と
見
え
て
、
次
の
よ
う
な
対
話
が
『
孟
子
」
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
8
〔
孟
子
尽
心
下
〕
曽
暫
嗜
二
羊
喪
嚇
而
曽
子
不
レ
忍
レ
食
二
羊
喪
叩
公
孫
丑
問

　
　
日
「
胎
災
與
二
羊
喪
一
敦
美
。
」
孟
子
日
「
謄
災
哉
。
」
公
孫
丑
日
「
然
則
曽

　
　
子
何
為
食
二
胞
褒
一
而
不
レ
食
二
羊
蚤
ご
日
「
胎
災
所
レ
同
也
、
羊
喪
所
レ
掲

　
　
也
。
韓
レ
名
不
レ
諌
レ
姓
、
姓
所
レ
同
也
、
名
所
レ
濁
也
。
」

　
曽
参
の
父
曽
哲
は
羊
賓
（
ナ
ッ
メ
）
が
好
き
だ
っ
た
。
そ
こ
で
孝
心
の
篤
い
曽

参
は
ナ
ッ
メ
を
口
に
す
る
に
忍
び
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
不
審
に
思
っ
た
弟
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
し
や

公
孫
丑
が
孟
子
に
た
ず
ね
た
。
「
胎
灸
（
細
切
り
焼
肉
）
と
ナ
ッ
メ
は
ど
ち
ら

が
美
味
で
す
か
」
。
孟
子
「
焼
肉
に
決
ま
っ
と
る
」
。
公
孫
丑
「
で
は
曽
子
は
な

ぜ
美
味
の
焼
肉
は
食
べ
て
不
味
い
ナ
ッ
メ
は
食
べ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
。

こ
の
質
問
に
対
す
る
孟
子
の
答
え
は
「
焼
肉
は
曽
参
の
父
子
と
も
ど
も
好
物
だ

っ
た
が
、
ナ
ッ
メ
は
父
親
ひ
と
り
だ
け
の
好
物
だ
っ
た
。
姓
と
名
の
う
ち
、
名

は
口
に
す
る
の
を
諌
む
が
、
姓
の
方
は
べ
つ
に
韓
ま
な
い
。
そ
れ
は
姓
は
父
子

同
じ
だ
が
、
名
は
別
々
だ
か
ら
だ
」
。

　
こ
の
説
明
で
公
孫
丑
が
納
得
し
た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
姓
は
韓
ま
ぬ

の
に
名
は
諦
む
と
い
う
習
俗
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
孟
子
も
し
か
ね
た
こ
と

を
こ
の
話
は
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
民
間
起
源
の
こ
の
習
俗
が
し
だ
い
に
政
治
の
次
元
に
移
っ
て
行
く
と
、

君
主
の
名
は
口
に
し
て
は
い
け
な
い
、
書
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
禁

令
と
し
て
強
化
さ
れ
て
行
く
。
歴
代
の
改
字
、
欠
筆
、
欠
顧
な
ど
の
実
例
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
き

い
て
ま
と
め
て
あ
る
の
は
陳
垣
の
『
史
諄
挙
例
』
で
、
歴
代
の
改
字
や
欠
筆
の

実
例
や
、
避
諒
を
逆
用
し
た
刊
行
年
代
の
推
定
法
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
知
識

を
授
け
て
く
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
一
例
だ
け
引
く
と
、
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9
〔
史
記
　
秦
楚
之
際
月
表
〕
端
月
。

　
こ
の
月
表
の
最
上
欄
に
「
端
月
」
と
あ
る
の
は
、
索
隠
注
に
「
二
世
二
年
正

月
也
。
秦
諌
レ
正
、
故
云
二
端
月
一
也
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
始
皇
帝
た
る
秦
王
の

名
「
政
」
と
音
が
同
じ
「
正
」
字
を
諦
ん
で
、
「
正
月
」
を
「
端
月
」
と
書
き

変
え
た
例
で
、
秦
の
二
世
皇
帝
時
代
の
表
記
が
そ
の
ま
ま
漢
代
ま
で
持
ち
越
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
近
年
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
吊
書
『
老
子
』
の
写
本
に
も
、
改
字
の
例
が
見

ら
れ
る
。
現
本
『
老
子
』
で
言
え
ば
第
八
十
章
に
相
当
す
る
書
き
出
し
が
、
甲

　
　
　
　
　
む

本
で
は
「
小
邦
寡
民
、
使
二
十
百
人
之
器
冊
ワ
用
…
…
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
む

し
、
乙
本
は
「
小
国
寡
民
、
使
下
有
一
一
十
百
人
器
一
而
勿
う
用
…
…
」
と
通
行
本

『
老
子
』
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
甲
本
で
「
邦
」
字
の
用
い
ら
れ

て
い
る
二
十
数
ヵ
所
が
、
乙
本
で
は
み
な
「
国
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

こ
と
は
甲
本
の
方
は
漢
の
高
祖
劉
邦
の
「
邦
」
字
を
ま
だ
舞
む
必
要
の
な
か
っ

た
時
期
の
写
本
で
あ
り
、
乙
本
は
劉
邦
の
死
後
、
「
邦
」
字
が
使
え
な
く
な
っ

た
時
期
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
避
諦
を
利
用
し
て
、
成
立
年
代
推
定
に

活
か
せ
る
例
と
言
え
よ
う
。

　
史
官
は
き
び
し
い
避
謹
の
掟
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
難
に
難
を
避
け

る
。
直
筆
す
れ
ば
「
逆
鱗
に
ふ
れ
る
」
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
敢
て
そ

れ
に
ふ
れ
ず
に
避
諦
に
準
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
便
法
で
難
を
避
け
る
。
こ
れ
が
中

国
の
史
官
な
い
し
史
家
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。
避
譲
の
法
令
は
唐
、
宋
、
明
、

清
と
後
世
に
な
る
ほ
ど
厳
格
と
な
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
書
き
手
の
側
も
避
け

方
を
い
っ
そ
う
巧
妙
に
し
て
行
く
。

六
　
借
古
謁
今

　
「
古
を
借
り
て
今
を
謁
す
る
」
と
い
う
や
り
か
た
が
あ
る
。
史
家
の
狡
智
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
多
義
的
な
の
が
調
刺
の
特
性
だ
か
ら
、
権
力
か
ら
答

め
ら
れ
て
も
言
い
わ
け
が
利
く
。
こ
れ
を
称
し
て
「
影
射
史
学
」
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く

が
あ
る
。
「
影
射
」
の
語
源
は
「
含
沙
射
影
」
で
、
蟻
と
い
う
ス
ッ
ポ
ン
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な

う
な
動
物
が
、
水
中
か
ら
沙
を
含
ん
で
岸
辺
の
人
影
に
吹
き
か
け
る
と
、
そ
の

人
は
病
気
に
か
か
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
暗
に
人
を
攻
撃
し
た
り
陥
れ
た
り

す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
類
似
の
句
に
「
指
桑
罵
椀
」
、
桑
を
指
し
て
い
る

　
　
え
ん
じ
ゆ

が
実
は
椀
を
罵
る
と
か
、
同
じ
く
「
指
鶏
罵
狗
」
と
か
い
う
表
現
も
あ
る
と
い

う
。
と
に
か
く
こ
う
い
う
手
の
こ
ん
だ
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

　
権
力
の
監
視
・
弾
圧
が
よ
ほ
ど
き
び
し
く
て
、
表
現
の
道
が
鎖
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
ガ
ス
抜
き
の
一
手
法
と
し
て
調
刺
と
い
う
道
も
許
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
中
国
で
ま
ず
か
っ
た
の
は
、
た
と
え
ば
「
文
革
」
時
代
に

マ
ス
コ
ミ
の
中
枢
権
限
を
握
っ
て
い
た
は
ず
の
四
人
組
が
こ
れ
を
や
っ
た
。
権

力
を
批
判
す
る
た
め
の
影
射
史
学
を
、
権
力
自
身
が
使
っ
て
政
敵
を
攻
撃
し
た
。

こ
の
こ
と
は
今
で
も
許
せ
な
い
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
さ
ら
に
考
え
て
み
る
と
、
中
国
で
は
王
朝
が
交
代
す
る
こ
と
に
「
正

史
」
の
編
纂
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
新
王
朝
に
よ
る
今
は
亡
き
前
王
朝
に

対
す
る
挽
歌
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
新
王
朝
の
正

統
性
を
確
保
す
る
た
め
の
営
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。
前
王
朝
と
い
う
「
古
」
を

借
り
て
、
新
王
朝
の
「
今
」
に
生
き
る
官
民
に
「
風
教
」
を
垂
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
　
史
書
は
た
ん
に
過
去
を
な
つ
か
し
む
た
め
に
書
か
れ
る
の
で
は
な
い
。
　
「
借



古
調
今
」
を
内
に
蔵
し
た
史
書
は
、
一
面
で
は
当
世
に
反
す
る
人
々
を
ソ
シ
ル

　
　
　
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

歴
史
（
諺
史
）
で
あ
り
、
一
面
で
は
当
世
の
権
力
に
オ
モ
ネ
ル
歴
史
（
諌
史
）

と
な
り
う
る
。
そ
う
い
う
二
面
性
を
も
つ
こ
と
を
史
家
は
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
直
筆
と
微
言
。
こ
の
二
つ
が
中
国
の
史
家
に
お
い
て
ど
う
か
ら
み
あ
っ
て
い

た
か
、
さ
ら
に
そ
れ
が
日
本
の
史
書
に
ど
う
影
を
落
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を
わ

れ
わ
れ
は
ど
う
受
け
止
め
た
ら
よ
い
か
。
そ
こ
ま
で
は
十
分
に
論
じ
得
な
か
っ

た
。
今
日
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
著
『
逆
流
と
順
流
1
わ
た
し
の
中
国

文
化
論
』
（
研
文
出
版
、
　
一
九
七
八
年
）
に
収
め
た
「
当
世
ノ
為
二
韓
ム
」
や

「
調
刺
と
避
舞
と
」
な
ど
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
付
記
〉
こ
れ
は
、
去
る
一
九
九
〇
年
五
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
、
学
習
院
大
学
史
学
会

　
大
会
に
於
い
て
お
願
い
し
た
講
演
を
、
小
倉
先
生
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

　
あ
る
。
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